
デマンドページングの
性能４

局所性とミス率の例

参照の局所性はかなりよく成り⽴つ

• メモリの参照は、命令か、データ (オペランド) か

• 命令はたいていはアドレス順に実⾏される

– 後述する理由で、局所性が成り⽴つことが多い

• データは近傍がアクセスされるとは限らないが

– 変数は、メモリ内ではたいてい近傍に配置される

– 変数同⼠が近傍なら、参照は少数ページ内に留まるはず

– そうでない配置もあり得る（後述）
⇒ 局所性は成り⽴たず、アクセスが遅くなる
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– 言いだしっぺは、たくさんの実測データによって
ミス率がかなり低いことを⽰し、

だからデマンドページングが使えることを主張した
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• 一般には、かなりの局所性が⾒られる（実測）
（数〜数⼗ページの範囲で）

• プログラムに依存（とんでもないプログラムも書ける）
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• プログラム 配列の要素のアクセス

– 配列はメモリ上で連続して取られる

– int A[1024×1024]を確保（要素数は加減せよ）

– プログラム１では先頭から１つずつA[i]に値を代入
プログラム２では先頭から1024飛びに値を代入

– 同じ回数代入文を繰り返した時、かかる時間を測ってみよ
intが1024飛び ⇒ 4096Bはページの大きさ

– 時間測定はgettimeofday(ネット参照)を使うとよい
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参照の局所性が
どうして思ったより大きいか

納得できましたか︖
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